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誓
い
の
言
葉
を
述
べ
る
安
部
団
長
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規
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速
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規
律
正
し
く
迅
速
に
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練

部
隊
訓
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操
法
訓
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披
露

操
法
訓
練
披
露

　　
﹁
奥
出
雲
町
を
震
源
と
す
る
震

度
五
強
の
地
震
発
生
、
こ
れ
に
よ

り
三
成
・
横
田
市
街
地
で
火
災
が

発
生
し
た
﹂
と
い
う
想
定
で
避
難

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
七
時
に
避
難
命
令
の
告
知
放
送

が
さ
れ
、
三
成
・
横
田
両
地
区
約

二
百
五
十
人
の
住
民
が
、
避
難
誘

導
員
の
指
示
で
、
避
難
場
所
の
各

小
学
校
校
庭
に
避
難
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
た
ち
は
、
訓
練
で
あ
っ

て
も
実
際
の
火
災
発
生
を
考
え
、

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
雲
南
消
防
本
部
の
指
導

の
も
と
、
三
成
地
区
で
は
起
震
車

で
の
地
震
体
験
、
横
田
地
区
で
は

消
火
器
に
よ
る
消
火
体
験
が
行
な

わ
れ
、
体
験
し
た
人
た
ち
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
防
災
意
識
を
新
た
に
し

て
い
ま
し
た
。

　
一
方
、
消
防
団
は
、
火
災
発
生

地
点
に
向
け
て
ポ
ン
プ
中
継
・
放

水
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
普
段
の
訓
練
で
は
あ
ま
り
で
き

な
い
ポ
ン
プ
中
継
に
よ
る
放
水
訓

練
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
迅
速
か

つ
正
確
に
操
作
し
、
素
早
く
消
火

作
業
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
避
難
訓
練
の
後
、
横
田
運
動
公

園
多
目
的
広
場
に
場
所
を
移
し
、

部
隊
訓
練
・
操
法
訓
練
披
露
等
が
、

全
団
員
出
席
の
も
と
大
勢
の
来
賓

を
迎
え
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
開
始
に
あ
た
り
、
井
上
町
長
か

ら
﹁
町
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る

た
め
、
一
層
の
尽
力
を
お
願
い
し

た
い
﹂
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。

　
続
い
て
、
佐
藤
均
雲
南
消
防
本

部
消
防
長
、
木
村
昭
憲
雲
南
市
消

防
団
長
、
松
田
栄
次
飯
南
町
消
防

団
長
ら
を
点
検
者
と
し
て
、
大
隊

ご
と
の
通
常
点
検
、
機
械
器
具
点

検
、
部
隊
訓
練
が
そ
れ
ぞ
れ
消
防

団
ら
し
い
規
律
正
し
い
動
作
で
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
例
年
と
は
異
な
り
、

小
型
ポ
ン
プ
及
び
ポ
ン
プ
車
に
よ

る
一
斉
操
法
が
行
な
わ
れ
、
各
出

場
隊
は
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発

揮
し
、
機
敏
な
動
作
で
操
法
を
披

露
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
安
部
正
教
団
長
か
ら
﹁
全

団
員
の
こ
の
訓
練
に
対
す
る
頑
張

り
と
や
る
気
に
対
し
、
大
き
な
感

動
を
得
た
。
今
後
も
団
長
以
下
六

百
十
五
名
が
一
丸
と
な
り
、
自
ら

の
地
域
は
自
ら
で
守
る
と
い
う
郷

土
愛
護
の
精
神
の
も
と
、
地
域
社

会
に
奉
仕
す
る
団
体
と
し
て
頑
張

っ
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
﹂
と

あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
特
別
訓
練
を
機
に
、
よ

り
一
層
地
域
と
協
働
し
た
消
防
団

活
動
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

▲規律正しい部隊訓練

▲消防署員の説明を聞く参加者のみなさん
▲実践さながらの放水訓練

　
与
謝
野
鉄
幹
・
晶
子
の
山
陰
吟

行
八
十
周
年
、
奥
出
雲
町
発
足
五

周
年
を
記
念
し
た
、
﹁
第
十
六
回

与
謝
野
晶
子
短
歌
文
学
賞
﹂
が
七

月
三
日
、
四
日
の
両
日
、
カ
ル
チ

ャ
ー
プ
ラ
ザ
仁
多
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
文
学
賞
は
、
﹁
み
だ
れ
髪
﹂

を
は
じ
め
日
本
の
文
学
史
上
に
偉

大
な
足
跡
を
残
し
た
与
謝
野
晶
子

を
顕
彰
す
る
も
の
で
、
当
日
は
短

歌
愛
好
家
、
晶
子
フ
ァ
ン
な
ど
全

国
各
地
か
ら
約
二
百
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　
今
回
の
応
募
に
は
、

過
去
最
多
と
な
る
国
内

二
万
四
百
余
り
の
作
品

が
寄
せ
ら
れ
、
町
内
か

ら
も
約
三
百
作
品
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
一
般

部
門
受
賞
者
十
一
人
、

青
春
の
短
歌
部
門
受
賞

者
十
人
に
表
彰
状
が
手

渡
さ
れ
、
会
場
か
ら
は

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
奥
出
雲
町
内

か
ら
は
仁
多
中
学
校
の

藤
原
奈
々
さ
ん
、
佐
藤
加
奈
子
さ

ん
が
特
別
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
三
日
に
行
な
わ
れ
た
、
特
別
鼎

談
で
は
、
﹁
古
代
歌
謡
か
ら
現
代

短
歌
ま
で
﹂
を
テ
ー
マ
に
、
文
学

界
で
活
躍
す
る
篠
弘
さ
ん
、
永
田

和
宏
さ
ん
、
馬
場
あ
き
子
さ
ん
の

三
名
が
、
最
古
の
和
歌
と
さ
れ
る

﹁
八
雲
た
つ
出
雲
八
重
垣
妻
籠
み

に
八
重
垣
作
る
そ
の
八
重
垣
を
﹂

な
ど
を
あ
げ
て
、
短
歌
の
魅
力
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　
永
田
さ
ん
は
﹁
死
ぬ
日
ま
で
歌

を
詠
み
続
け
て
い
る
人
を
歌
人
と

言
い
た
い
、
継
続
す
る
こ
と
が
大

事
﹂
と
こ
の
鼎
談
を
結
び
ま
し
た
。

　
昭
和
五
年
五
月
、
与
謝
野
晶
子

は
夫
・
鉄
幹
と
と
も
に
、
京
都
か

ら
山
陰
を
巡
る
吟
行
の
旅
に
赴
き
、

門
弟
の
三
原
祥
道
氏
の
道
案
内
で

奥
出
雲
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
夫
妻
は
、
た
た
ら
製
鉄
で
栄
え

た
絲
原
邸
や
﹁
鬼
の
舌
震
﹂
な
ど

を
訪
れ
、
い
く
つ
も
の
歌
を
残
し

て
い
ま
す
。

︻
一
般
部
門
︼
嶋



寺



洋



子(

滋
賀)

　
　
猫
の
名
を
つ
け
ら
れ
わ
れ
は
　
ト
ム
ば
あ
ち
ゃ
ん

　
　
　
ト
ム
ぢ
い
ち
や
ん
と
　
仲
良
く
暮
ら
す

︻
青
春
の
短
歌
︼
宮



下



自



由(

群
馬)

　
　
障
害
の
ぼ
く
に
肩
貸
す
友
達
に
　
あ
り
が
と
う
言
え
ば

　
　
　
オ
ス
と
答
え
る

渓
け
は
し
鬼
舌
ふ
る
ひ
去
り
た
れ
ば
河
鹿
い
ざ
な
ふ
月
射
せ
よ
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晶
子

渓
の
岩
百
畳
を
さ
へ
敷
き
つ
べ
し
鬼
の
童
子
の
現
れ
て
舞
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉄
幹

た
に

た
に

い
わ
ひ
ゃ
く
じ
ょ
う

し

お
に

ど
う
じ

あ
ら
わ

ま

お
に
し
た

さ

か
じ
か

つ
き
さ

文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
作
品

文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
作
品

て
い

だ
ん

　
奥
出
雲
町
発
足
五
周
年
を
記
念
し
て
、
夏
期
総
合
特
別
訓
練
が
六
月
二

十
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
早
朝
か
ら
三
成
と
横
田
の
市
街
地
で
避
難
訓
練
、
そ
の
後
、
横
田
運
動

公
園
多
目
的
広
場
で
部
隊
訓
練
・
操
法
訓
練
披
露
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

山陰吟行旅程図


